
TNTmips : テーブルを結合して集計する 
 
属性レコードに複数のポリゴンがアタッチされたベクタデータにおいて、属性値ごとに面積を集計したい時の手順を
説明します。 
 
▼ ポリゴンベクタデータを編集画面で開いたところです。 
  ポリゴンの CLASSテーブルと POLYSTATSを表示しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▼ 下図 POLYSTATSテーブルには全ポリゴンの面積(Area)等の情報が 
  あります。 
  右図の分類テーブル CLASSに、POLYSTATSの情報を結合します。 
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▼ 当初、CLASSテーブルのアタッチメントタイプは「１対多」です。CLASSテーブルの１レコードに対して複数 
  のポリゴンがアタッチされています。例えば、KaD2レコードは 41個のポリゴンにアタッチされています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▼ CLASSテーブルより「KaD2」に 
チェックを入れて、「排他的選択」アイコン 
をクリックすると、POLYSTATSテーブル中 
の「KaD2」がアタッチされているポリゴンが 
分かります。 
 
 
表示画面では、「KaD2」のポリゴンが 
選択状態になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（１）まず CLASSテーブルのアタッチメントタイプを「１対１」に変更します。 
 
▼ 分類テーブル CLASSのテーブルプロパティを開きます。 
  レイヤマネージャでテーブルを選択して右クリックメニューから、プロパティを選択。 
  または、テーブルのメニューから、プロパティを選択。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▼ アタッチメントタイプを「１対多」から「１対１」に変更します。 
  アタッチメントタイプ「複数要素に対して１レコード」となっているのを、プルダウンメニューから 
  「１要素に対して１レコードまたはなし」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



▼ CLASSテーブルのレコードが全ポリゴン数と同じ数に増えました。 
 
 
 
（２）テーブルの結合 
 
▼ CLASSテーブルに POLYSTATSテーブルを結合します。 
  レイヤマネージャでポリゴンの右クリックメニューから 
  ［リレーションの修正］を選択します。 
 
 
 
 
 
データベースエディタ画面が開きます。 
 
CLASSテーブルと POLYSTATSテーブル 
があります。 
 
 
ファイル＞テーブルの演算を選択。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
テーブルを指定して、[ＯＫ]をクリック。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新しいテーブル名を入力して、[ＯＫ]。 処理が終わればデータベースエディタ画面を閉じます。 
 
 
 
 
 
 



▼ 処理の結果、結合したテーブルが増えています。これで１ポリゴン単位の、属性と面積等の情報が得られます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）分類毎の面積の集計 
 
▼ 分類ごとの統計値の合計を入れたり、色分けをしてみます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▼ まず、Classフィールドの上で右クリックして「並び替え」をします。 
  テーブルのフィールド名の上で右クリックするとソートメニュー他が出ます。 
 
 
      並び替え（小さい順） ＞ ClassのＡＢＣ順に並べます 
 
 
 
 
 



▼ テーブルに Class分類ごとの統計値の合計を入れてみます。 
  テーブル ＞ ソートごとの統計値 ＞ 合計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   テーブルで「∑」のついた行が、 
   その Classの合計値です。 
 
 
 
▼ ソートごとの統計値 ＞ カウント や、全体の合計なども入ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▼ テーブルを色分けしてみます。 
  色のセルをクリックすると、色の変更ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



▼ フィールドオプションで合計値を入れないようにできます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▼ フィールドの削除や位置の変更はテーブルプロパティ画面で行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▼ エクセルで処理したい等、テーブルのデータを他のファイルフォーマットに書き出す場合。 
 
 テーブル ＞ 別名保存 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       値 ＞「カウント」「合計」は、ソートごとの合計値のみの 
       リストとなります。 


